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第１章  はじめに

この資料はＡＳ－５１１０の使い方を説明するものです。

電源を投入する前にカード上のジャンパ設定を正しく行なう必要があります。

１．1  概要

ＡＳ－５１１０は、汎用のパラレル入出力カードです。ＩＳＡバス・ハーフサ

イズに４８チャンネルのＴＴＬレベル入出力ポートが構成されています。カードの

上には、ＰＰＩ（８２Ｃ５５）が２個ありポートＡ、ポートＢについては８ビット

単位、ポートＣについては４ビット単位でソフトウェアで入力および出力の設定が

可能です。入出力信号線はＴＴＬ ＩＣの７４ＬＳ２４３、７４ＬＳ２４５によっ

てバッファされています。なお、ＰＰＩはモード０専用で、ＴＴＬバッファの方向

設定はＰＰＩのコントロール・ワードの設定により自動的に行われます。

１．２  特徴

l ＰＰＩ（８２Ｃ５５）を２個搭載し４８チャンネルの入出力ポートあり

l 入出力信号線はＴＴＬロジックによりバッファ済み

l 入力／出力はソフトウエアで設定可能

l ＣＰＵカードに対し割り込み要求信号を発生可能

l ＋５Ｖ単一電源

l 動作温度範囲　０～６０℃

l ＩＳＡバス・コンパチブル
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１．３  仕 様

●　語長

データ　８ビット

入出力ポート・アドレス　　１０ビット・デコード

●　パラレル・ポート

８２Ｃ５５のモード０のみ対応（モード１、２では使用不可）

入力特性　ＴＴＬレベル　２２ＫΩのプルアップ抵抗付き

出力特性　ＴＴＬレベル　最大　２４ｍＡシンク可能

●　割り込み要求信号

ポートＣのビット３およびビット７により割り込み発生可能

●　バス規格

ＩＳＡ　８ビット

●　バス・クロック

８ＭＨｚまで対応

●　動作電源

＋５Ｖ　±５％

●　動作温度範囲

０～＋６０℃（但し、結露せぬこと）

●　カード寸法

横寸法　１８５ｍｍ

縦寸法　１２２ｍｍ

ＩＳＡバス　１スロットを占有

●ＩＳＡバス・エッジ・コネクタ

６２ピン＋３４ピン　両サイド　２．５４ｍｍピッチ

●　パラレル入出力コネクタ

５０ピン　２列　２．５４ｍｍピッチ　ヘッダー



4

Ｊ１、Ｊ２　入出力コネクタ

ピン番号 信号名 ピン番号 信号名

１ ＰＣ７ ２ ＋１２Ｖ　注１

３ ＰＣ６ ４ ＋１２Ｖ　注１

５ ＰＣ５ ６ ＧＮＤ

７ ＰＣ４ ８ ″

９ ＰＣ３ １０ ″

１１ ＰＣ２ １２ ″

１３ ＰＣ１ １４ ″

１５ ＰＣ０ １６ ″

１７ ＰＢ７ １８ ″

１９ ＰＢ６ ２０ ″

２１ ＰＢ５ ２２ ″

２３ ＰＢ４ ２４ ″

２５ ＰＢ３ ２６ ″

２７ ＰＢ２ ２８ ″

２９ ＰＢ１ ３０ ″

３１ ＰＢ０ ３２ ″

３３ ＰＡ７ ３４ ″

３５ ＰＡ６ ３６ ″

３７ ＰＡ５ ３８ ″

３９ ＰＡ４ ４０ ″

４１ ＰＡ３ ４２ ″

４３ ＰＡ２ ４４ ″

４５ ＰＡ１ ４６ ″

４７ ＰＡ０ ４８ ″

４９ ＋５Ｖ ５０ ″

注１　２，４ピンは、ジャンパ・ポストの設定により

ＧＮＤとすることも可能
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第２章  セットアップ

この章では，ＡＳー５１１０を使用する場合に必ず行わなければならない設定

について説明します。

２．１ ベースＩ／Ｏアドレスの設定

Ｉ／Ｏアドレスは，Ａ０～Ａ９までの１０ビットのみが有効です。

Ａ３～Ａ９までの７ビットについてはジャンパポストＰ２の設定によりユーザが

指定します。なお、ＰＣ－ＡＴアーキテクチャでは予約となっているＩ／Ｏアドレ

スが多いので空きを選んで設定する必要があります。通常１００Ｈ～１６ＦＨの間、

もしくは１８０Ｈ～１ＥＦＨの間を使用することを薦めます。

Ｉ／ＯアドレスのＡ２によりＰＰＩ（８２Ｃ５５）の No.1,No.2 を選択し、Ａ

０，Ａ１の組み合わせによって各々のＰＰＩ内のポートを選択します。アドレスと

ポートの割り当ては表２．１を参照して下さい。なお、Ｊ１コネクタがＰＰＩ Ｎ

ｏ１に対応し、Ｊ２コネクタがＰＰＩ Ｎｏ２に対応しています。

表２．１ ポートの割り当て

Ｉ／Ｏアドレス                    ポート

ＸＸＸＸＸＸＸ０００ｂ            ＰＰＩ No.1  ポートＡ

ＸＸＸＸＸＸＸ００１ｂ            ＰＰＩ No.1  ポートＢ

ＸＸＸＸＸＸＸ０１０ｂ            ＰＰＩ No.1  ポートＣ

ＸＸＸＸＸＸＸ０１１ｂ            ＰＰＩ No.1  コントロール

ＸＸＸＸＸＸＸ１００ｂ            ＰＰＩ No.2  ポートＡ

ＸＸＸＸＸＸＸ１０１ｂ            ＰＰＩ No.2  ポートＢ

ＸＸＸＸＸＸＸ１１０ｂ            ＰＰＩ No.2  ポートＣ

ＸＸＸＸＸＸＸ１１１ｂ            ＰＰＩ No.2  コントロール
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ジャンパポストＰ２の設定

１□  □14   address bit ３  （接続するとこのビットが０で選択）

２□  □13   address bit ４  （     〃      ）

３□  □12   address bit ５  （     〃      ）

４□  □11   address bit ６  （     〃      ）

５□  □10   address bit ７  （     〃      ）

６□  □９   address bit ８  （     〃      ）

７□  □８   address bit ９  （     〃      ）

たとえば、１８０Ｈ番地をボードアドレスとするには、Ｐ２の７ー８、４ー１

１、３ー１２、２ー１３、１ー１４をジャンパ接続します。その場合、ＡＳー５１

１０は、１８０Ｈ～１８７Ｈを占有します。

２．２ 割り込みの設定

ＡＳー５１１０では、ポートＣのビット３単独もしくはビット７とビット３の

組み合わせによって割り込み発生が可能です。組み合わせの選択は、ジャンパポス

トＰ１の設定によります。組み合わせおよびジャンパ設定については表２．２を参

照してください。なお、４種類の内の１種類のみが選択可能です。

割り込み信号は、ＩＳＡバスの割り込みレベルの内、５、１０、１１、１２、

１５の何れかに対し発行することができます。割り込みレベルは、ジャンパポスト

Ｐ３で指定します。設定の方法は表２．３を参照して下さい。

割り込みを必要としない用途の場合、ジャンパポストＰ３の割り込み設定は全て無

接続としておくことを推奨します。

なお、割り込み信号回路には、ローパスフィルタなどのチャタリング防止回路

等は入れてありませんので、波形の整ったロジック信号を入力して下さい。
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表 ２．２ 割り込み要因の選択

割り込み要因                       ジャンパポストＰ１の設定

ＰＰＩ No.1 bit 3                     １と８を接続、他は無接続

ＰＰＩ No.1 bit 7 and bit 3           ２と７を接続、他は無接続

ＰＰＩ No.2 bit 3                     ３と６を接続、他は無接続

ＰＰＩ No.2 bit 7 and bit 3           ４と５を接続、他は無接続

bit3 で割り込み発生する場合は、bit3 がハイレベルのとき割り込み要求となりま

す。bit7とbit3の組み合わせで割り込み発生する場合は、bit7がローレベルでか

つbit3がハイレベルのとき割り込み要求となります。

表 ２．３ 割り込みレベルの選択

割り込みレベル                     ジャンパポストＰ３の設定

ＩＲＱ５                         １と１０を接続、他は無接続

ＩＲＱ１０                       ２と９を接続、他は無接続

ＩＲＱ１１                       ３と８を接続、他は無接続

ＩＲＱ１２                       ４と７を接続、他は無接続

ＩＲＱ１５                       ５と６を接続、他は無接続

ジャンパポストＰ１のピン番号        ジャンパポストＰ３のピン番号

      １□  □８                           １□  □１０

      ２□  □７                           ２□  □９

      ３□  □６                           ３□  □８

      ４□  □５                           ４□  □７

                                           ５□  □６
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２．３ Ｊ１、Ｊ２コネクタへの電源供給

ＡＳ－５１１０のＪ１、Ｊ２コネクタの２、４番ピンに対しＩＳＡバスから＋

１２Ｖを供給することができます。２、４番ピンの電圧はジャンパポストＰ４、Ｐ

５の設定によります。なお外部に供給する電流はコネクタごとに最大５００ｍＡま

でとして下さい。

ジャンパポストＰ４

１□ ２□  □３     １ー２を接続   Ｊ１の２、４ピンは、＋１２Ｖ

                    ２ー３を接続   Ｊ１の２、４ピンは、ＧＮＤ

  

ジャンパポストＰ５

１□ ２□  □３     １ー２を接続   Ｊ２の２、４ピンは、＋１２Ｖ

                    ２ー３を接続   Ｊ２の２、４ピンは、ＧＮＤ
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２．４ ポートの方向設定

ＡＳー５１１０は、入力、出力のいずれで使用するかをソフトウエア設定によ

り選択することができます。リセット時には、すべてのポートが入力に設定されま

す。出力ポートとして使用したい場合は、ＰＰＩのコントロールポートにモード設

定をする必要があります。なお、モード０にのみ対応しています。

ＰＰＩのモード設定のためのデータは、以下の組み合わせから選んで下さい。

これ以外の設定データでモード設定してはなりません。

表 ２．４ ＰＰＩのモード設定

ポートＡ   ポートＢ  ポートＣbit0-3 ポートＣbit4-7   設定データ

入力       入力      入力            入力           10011011B  9BH

出力       入力      入力            入力           10001011B  8BH

入力       出力      入力            入力           10011001B  99H

出力       出力      入力            入力           10001001B  89H

入力       入力      出力            入力           10011010B  9AH

出力       入力      出力            入力           10001010B  8AH

入力       出力      出力            入力           10011000B  98H

出力       出力      出力            入力           10001000B  88H

入力       入力      入力            出力           10010011B  93H

出力       入力      入力            出力           10000011B  83H

入力       出力      入力            出力           10010001B  91H

出力       出力      入力            出力           10000001B  81H

入力       入力      出力            出力           10010010B  92H

出力       入力      出力            出力           10000010B  82H

入力       出力      出力            出力           10010000B  90H

出力       出力      出力            出力           10000000B  80H
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第３章  プログラム例

３．１ 初期設定のプログラム

ＡＳー５１１０のポートは、入力、出力のいずれで使用するかをソフトウエア

で初期設定する必要があります。

ＰＰＩ（８２Ｃ５５）に対するモード０の入力および出力ポート設定です。

以下に初期設定のプログラムを示します。なお、このプログラムはリセット後、１

回実行されれば十分です。

；

； ＰＰＩ No.1,No.2 ともポートＡ、ポートＢが出力、ポートＣが入力と

； して設定するものとします。

； また、ボードのベースアドレスは、１８０Ｈ番地とします。

；

INIT:

mov dx,183h ; PPI no.1 control port

mov al,10001001b ; port A,B output,port C input

out dx,al

mov dx,187h ; PPI no.2 control port

mov al,10001001b ; port A,B output,port C input

out dx,al
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３．２ データ入出力プログラム例

ＡＳー５１１０のＰＰＩ（８２Ｃ５５）は、モード０専用ですので、出力ポー

トに設定したポートに書き込めばそのまま出力されますし、入力ポートに設定した

ポートを読み込めばその時点での入力が行えます。

プログラムは以下のような簡単なものです。

； ＰＰＩ no.1 のポートＡにＡＬレジスタの内容を出力

； ボードアドレス設定は、１８０Ｈとします。

；

output:

mov dx,180h ; PPI no.1 port A

out dx,al

； ＰＰＩ no.2 のポートＣから読み込み

； ボードアドレス設定は、１８０Ｈとします。

；

input:

mov dx,186h ; PPI no.2 port C

in al,dx
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